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入 学 試 験 問 題 

 
 



２０１６年度 実技試験問題 

 

科目 描写 

時間 ９時００分～１３時００分 

 

 

与えられた提灯
ちょうちん

1個、石けん 1個、ネギ 1本を台紙上に配置し、鉛筆で

描写しなさい。 

 

 

●準 備 

１． 提灯
ちょうちん

は試験が始まってすぐに監督者の指示に従い組み立ててください。 

２． 石けんは包装から出してください。包装は回収します。 

 

●条 件 

１． 与えられたすべての対象物を描写すること。 

２． 対象物はすべて加工せずに描写すること。 

 

【支給されるもの】 

 提灯
ちょうちん

1個、石けん 1個、ネギ 1本 

解答用紙 1枚、台紙 1枚、両面テープ 1枚、カラーカード 1枚 

 

【使用してよいもの】 

 カルトン（５６㎝×４０㎝以上）、カルトン用クリップ、鉛筆（色鉛筆は除く）、 

消しゴム、羽ぼうき、カッターナイフ（鉛筆削り用） 

 

【注意】 

１． 解答用紙は縦横自由です。どちらを表にしてもかまいません。 

２． 解答用紙と台紙は同じものです。どちらを解答用紙にしてもかまいません。 

３． 席を立たずに、腰をかけたままで描写しなさい。 

４． 試験終了１５分前にカラーカードの貼り付け作業を行います。 



 

 

 

 

 

【描写：モチーフ】 

 



２０１６年度 実技試験問題 

 

科目 色彩 

時間 １４時３０分～１７時３０分 

 

 

   与えられたみかんをよく観察し、滲
にじ

みの表現を取り入れて 

   色彩で構成しなさい。 

 

 

●条 件 

１．彩色には透明水彩絵具、不透明水彩絵具の両方もしくはどちらかを使用すること。 

２．描くモチーフはみかんのみとする。 

３．みかんは観察のため自由に扱ってよい。ただし解答作品の材料として使用しない 

 こと。 

 

【支給されるもの】 

みかん２個、解答用紙（水彩紙・正方形）１枚、試し塗り用紙（水彩紙・長方形）１枚、

構想用紙（コピー用紙・A4サイズ）３枚、みかんを置くための紙（キッチンペーパー）

３枚、手を拭くためのおしぼり１包み 

 

【使用してよいもの】 

透明水彩絵具、不透明水彩絵具、筆、筆洗、パレット、絵の具皿、鉛筆、直定規、 

消しゴム、カルトン、羽ぼうき、ぞうきん、カッターナイフ、クリップ 

 

【注意】 

１．下描きに鉛筆を使用してもよい。 

２．作業は着席したまま、カルトンの上で行うこと。 

３．解答用紙および試し塗り用紙には、裏面に★印がついている。解答には、★印の付

いていない表面を使用すること。 

 



 

 

 

 

 

【色彩：モチーフ】 

 







 

 

 

 

 

【立体：モチーフ・解答用材料】 

 



二
〇
一
六
年
度 

総
合
芸
術
学
科
入
学
試
験
問
題 

科
目 
小
論
文
（
二
〇
〇
点
満
点
） 

時
間 

十
四
時
三
〇
分
～
十
六
時
三
〇
分 

   

《
注
意
》 

 

・
答
案
用
紙
は
、
表
面
だ
け
を
使
用
し
、
裏
面
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。 

 

・
答
案
用
紙
は
横
書
き
で
使
用
し
て
下
さ
い
。 

 

・
答
案
用
紙
が
足
り
な
い
と
き
は
、
試
験
監
督
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
そ
の
場
合
、
追
加
の
用
紙
に
も
受
験
番
号
と
氏
名 

を
明
記
し
て
下
さ
い
。 

       

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部 

 

別
紙
の
問
題
文
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
『
美
術
作
品
の
説
明
』（
山
崎
正
和
責
任
編
集
『
近
代
の
藝
術
論
』、
中
央
公
論

社
、
初
版
一
九
七
九
年
、
第
五
版
一
九
九
三
年
）
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

設
問
１ 

文
中
に
、「
視み

る
こ
と
は
な
お
学
習
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え 

を
述
べ
な
さ
い
。 

（
６
０
点
） 

 

設
問
２ 

こ
の
文
章
の
主
旨
を
四
〇
〇
字
以
内
で
要
約
し
な
さ
い
。 

 

（
６
０
点
） 

 

設
問
３ 

こ
の
文
章
に
お
い
て
、
作
品
を
説
明
す
る
た
め
の
観
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
柄
に
留
意
し
な
が
ら
、 

自
由
に
具
体
例
を
設
定
し
、
説
明
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

（
具
体
例
は
美
術
作
品
で
な
く
て
も
よ
い
）。 

（
８
０
点
） 

 

  



【小論文試験問題に係る出典】 

 

１ 別紙の文章  

ヴェルフリン『美術作品の説明』（山崎正和責任編集『近代の藝術論』， 

中央公論社，初版一九七九年，第五版一九九三年） 

 

４７３ページ上段 １行目から４７４ページ上段 ２行目 

４７４ページ上段１１行目から４７６ページ下段１０行目 

４７７ページ上段 ２行目から４７７ページ下段１２行目 

４７８ページ上段 １行目から４７８ページ下段 ６行目 

 

 



評価のポイント 

 

◆ 描 写 

以下の項目を総合的に勘案し、基礎的描写力（客観的にものを観る力を含む）を評価した。 

・モチーフの構成（モチーフをバランスよく配置することができるか。） 

・画面の構図（配置したモチーフを効果的に画面に収めることができるか。） 

・形体の把握（モチーフの形や大きさを正しく描くことができるか。） 

・量感の把握（モチーフの部分と全体の両方を捉えて描くことができるか。） 

・空間の把握（モチーフとの距離や関係を正しく描くことができるか。） 

・明暗の把握（モチーフの陰影や明暗の階調を正しく描くことができるか。） 

・質感と固有色（モチーフの質感や固有色を正しく描くことができるか。） 

・素材と技法の理解（鉛筆、紙、消しゴムなどの描画材料を活かせているか。） 

 

◆ 色 彩 

出題内容を理解し、与えられたモチーフを観察しながらイメージを膨らませて、滲みの表現を活かした豊か

な色彩と構成力で、独創的な表現であるかを評価した。 

 

◆ 立 体 

人形からの視点を考え、設置する位置や方向、それによってできあがる空間を工夫した立体作品ができてい

たかを評価した。 

 

◆ 小論文 

設問１ 

問題文中にある、「視ることはなお学習されねばならぬ」という主張に対して、解答者自身の見解を問う設問

である。本文中には、これと対立する考えも提示されているが、評価に際して重視したのは、賛否のような単純

な結論ではもちろんなく、自らの思考の内容やその論拠を、具体例や反論なども織り交ぜて、読み手に伝達す

ることができているかという点である。文章力と同時に、着眼点や論旨展開なども評価の重要なポイントとなる。 

設問２ 

   問題文の趣旨を 400 字で要約する設問である。問題文には独特の喩えや言い回しも出てきますが（例えば

「天と地が合してどんな図柄を作っているか」、「作用を感じ取るための器官を自分のうちに発達させねばならな

い」など）、それらを字義どおりに引き写してまとめるのでは、端的な要約にはならない。内容を的確に理解し、

所定の文字数に適した仕方で、客観的にまとめる能力を評価した。 

設問３ 

   自由度を高くした設問で、具体的な作例の説明でも、あるいは問題文で述べられている事柄を別の事例を用

いて説明し直すということでも、解答の方向性としては適切である。ただし、解答の条件として明記されている「こ

の文章において、作品を説明するための観点として挙げられている事柄に留意しながら」ということが十分に満

たされていることは肝要である。自身が詳しく述べられる事例を探すことに終始し、与えられた文脈や話の内容

とかみあわない知識の披瀝に終わるようでは、高得点は望めない。文章を読んだうえで論述するという出題には、

単なる知識の有無ではなく、文脈や相手の論理に応じて、それらを適切に応用できるという対話的能力への期

待もこめられている。また設問１、設問３ともに、具体例や論旨の展開を見るということは、文章の量的な充実も

期待しているということである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 4月 

京都市立芸術大学 事務局 入試担当 

〒610-1197 京都市西京区大枝沓掛町 13-6 

Tel 075-334-2238 

Fax 075-334-2281 

http://www.kcua.ac.jp 
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